
第三者評価結果 コメント

Ⅰ－１－（１）－①　理念、基本方針が明文化され
周知が図られている。

ａ

・園の理念・ビジョンはホームページや入園のしおり
などに記載している。また、園内玄関に掲示して関係
者に明示周知に努めている。
・職員には入社時に入職者研修にて説明しており、ま
た園内に会社規程集や各種マニュアルを常置し、何時
でも閲覧して再確認できるようにしている。ミーティ
ングの場においても再確認できるようにしている。
・保護者に対しては、入園説明会で配布する重要事項
説明書をもとに説明している。会社や園の理念などに
は、子どもの人権尊重・個人尊厳を謳い保育への取り
組み姿勢を読み取ることが出来る。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－２－（１）－①　事業経営をとりまく環境と経
営状況が的確に把握・分析されている。

ａ

・地域の状況や保育業界の動向などについては、園内
外の各種会議・会合に出席したり、行政機関からの関
連情報を入手するなどして把握している。
・経営状況については毎月月報を作成して本社へ提出
し、園長会議などを通じて法人全体及び各園の経営状
況の報告を受けられるようにしている。
・定期的に各種会議を開催しており、環境や状況変化
に対して園として解決すべき課題などの分析・検討に
取り組んでいる。

Ⅰ－２－（１）－②　経営課題を明確にし、具体的
な取り組みを進めている。

ａ

・年間指導計画やその他事業計画に関わる進捗状況に
ついては、月単位で開催されている会議などで共有
し、分析に取り組んでいる。
・年度初めに行事などについての役割を決め、計画に
沿って実施出来るように取り組んでいる。また、必要
に応じて臨時に会議を開催して話し合い、職務分掌に
沿って具体的取り組みを立案または修正する流れとし
ている。

第三者評価結果 コメント

Ⅰ－３－（１）－①　中・長期的なビジョンを明確
にした計画が策定されている。

ａ

・本部で園長会議を実施して理念・ビジョンの経営層
への周知を図り、取り組むべき課題を共有し中長期計
画の策定につなげている。
・「個性をのびのびと発揮する子ども」「たくさんの
“好き”を見つけ、すくすくと育つ子ども」「“違
う”を楽しみ、友達とつながる子ども」などを中・長
期的なビジョンとして設定している。

Ⅰ－３－（１）－②　中・長期計画を踏まえた単年
度の計画が策定されている。

ａ

・中長期計画をもとに単年度事業計画や年間指導計
画、年間行事計画書を作成し、その都度課題を考察し
ながら計画推進に取り組んでいる。また、職員の職務
分掌をもとに年度初めに行事などについての分担を決
定している。
・単年度計画では、園児について健康管理・アレル
ギー対策・感染症対策・給食、職員について研修計
画・健康管理、年間行事、安全対策、地域との連携、
苦情処理への対策などを重点項目として計画を策定し
ている。

Ⅰ－３－（２）－①　事業計画の策定と実施状況の
把握や評価・見直しが組織的に行われ、職員が理解
している。

ａ

・安心で安全な保育園づくりを目指し、園一丸となっ
て１年間に取り組む目標を掲げて業務推進に取り組ん
でいる。また、外部講師をアドバイザーに迎え、園
長・主任・リーダーのマネジメント（事業計画の策定
から円滑な実施）の指導や助言を受けつける体制が
整っている。
・職員は各自の目標シートに掲げた目標を達成するた
めに、具体的な取り組みを掲げて実践に取り組んでい
る。
・園長は毎月、職員面談を行って取り組みの進捗状況
を確認し、必要に応じて修正や変更を促している。ま
た、本社品質管理部が内部監査を実施しており、その
過程で指摘された事項なども協議検討して達成に取り
組んでいる。

Ⅰ－２　経営状況の把握

Ⅰ－２－（１）　経営環境の変化等に適切に対応している。

Ⅰ－３　事業計画の策定

Ⅰ－３－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされている。

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立・周知されている。

評　価　細　目　の　第　三　者　評　価　結　果
（保育所、地域型保育事業）

評価対象Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織
Ⅰ－１　理念・基本方針



Ⅰ－３－（２）－②　事業計画は、利用者等に周知
され、理解を促している。

ｂ

・事業計画書により１年の保育内容の概略を示し、園
児の年齢ごとに年間保育指導計画を策定している。さ
らに詳細に４期ごとに年間区分して保育計画を明示し
ている。これを基にさらに月案、週案とより詳細に分
かりやすく明示し、園受付に閲覧できるように備置し
ている。
・入園説明会や年度初めに保護者に説明して周知して
いる。また、運営委員会などには保護者も参加し意
見・質問を受けて事業計画に反映させている。

Ⅰ-４　福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組
第三者評価結果 コメント

Ⅰ－４－（１）－①　福祉サービスの質の向上に向
けた取組が組織的に行われ、機能している。

ａ

・園長面談によって就業状況や目標達成度合いなどに
ついて話し合い、保育の質の向上に園一丸となって取
り組めるようにしている。また、職員会議において定
期的にヒヤリハット・インシデントなどを分析して改
善に努めている。
・本部品質管理部が実施する内部監査の結果について
も、事業計画に反映させることにしている。

Ⅰ－４－（１）－②　評価結果にもとづき組織とし
て取組むべき課題を明確にし、計画的な改善策を実
施している。

ａ

・月案、週案などには、進捗や達成状況が確認しやす
い言葉で「ねらいや目標」を明記している。
・園児一人ひとりの保育日誌、年間指導計画、月案、
週案などの全ての保育計画書に自己評価欄を設けてお
り、期間に応じて振り返りを行い、必要に応じて見直
しに取り組んでいる。
・園長は会議やミーティングにおいて職員と話し合う
ことに注力し、保育の質の向上について共通認識が図
れるようにしている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－１－（１）－①　管理者は、自らの役割と責任
を職員に対して表明し理解を図っている。

ａ

・園長の責任や役割は職務分掌表にも明示されてお
り、年初の職員会議などを通じて表明し、園運営を
リードしている。
・本社のエリア担当職員が園を巡回して職員と懇談の
場を設けて職員から報告を受けたり、情報共有するな
ど職員一人ひとりが責任を持って職務を遂行できるよ
う促している。
・園長は定例面談以外にも個別面談や相談を受け付
け、コミュニケーションを図ることに力を入れてい
る。

Ⅱ－１－（１）－②　遵守すべき法令等を正しく理
解するための取り組みを行っている。

ａ

・入社時にはコンプライアンス研修を実施し、会社と
してのプライバシ―ポリシーや子どもの権利条約ほ
か、守るべき法・規範・倫理などの周知に努めてい
る。
・倫理規定・マニュアルなどを整備しており、定期的
な会議などを通して職員と意見交換を行い周知に努め
ている。

Ⅱ－１－（２）－①　福祉サービスの質の向上に意
欲をもち、その取組に指導力を発揮している。

ａ

・保育理念や方針については、年初の事業計画や指導
計画作成時をはじめ、月単位などの機会に計画の進捗
状況を確認する際にも立ち返ることにしている。ま
た、園長と職員の意見交換を適宜行い、改善のための
具体的な方針や方法の指導・助言に取り組んでいる。
・各種の研修に確実に参加できるようにシフト調整を
行い、職員の知識や技術力が向上できるように取り組
んでいる。

Ⅱ－１－（２）－②　経営の改善や業務の実行性を
高める取組に指導力を発揮している。

ａ

・園長との個人面談では、自己評価を踏まえ個々に取
り組んでいる目標の成果を確認し、評価に連動させて
いる。
・ストレスを抱え込まないよう相談は積極的に受け付
け、指導助言によって改善に向けて働く意欲を持たせ
るように促し、働きやすい職場環境づくりに努めてい
る。
・職員同士の協力体制を定着させ、業務が円滑に推進
できるようにしていることが窺える。園長・主任・
リーダー・職員間の報・連・相が適切になされている
ことがうかがえる。

Ⅱ－１－（１）　管理者の責任が明確にされている。

Ⅱ－１－（２）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

Ⅰ－４－（１）　質の向上に向けた取組が組織的・計画的に行われている。

評価対象Ⅱ　組織の運営管理
Ⅱ－１　管理者の責任とリーダーシップ



第三者評価結果 コメント

Ⅱ－２－（１）－①　必要な福祉人材の確保・定着
等に関する具体的な計画が確立し、取組が実施され
ている。

ａ

・職務権限規程を作成し、職員の役割と権限を明確に
しているほか、初任研修やフォローアップ研修などの
仕組みを設けて求められる職務が理解できるようにし
ている。
・職員のキャリアなどを考慮して、各種の委員なども
担当させたり、本人の希望やキャリアなどを踏まえク
ラス担任を決定している。
・非常勤職員についても評価シートなどを基に面談を
行い、役割も明確化して育成につなげることにしてい
る。さらに、働き易い職場環境を整えている。

Ⅱ－２－（１）－②　総合的な人事管理が行われて
いる。

ａ

・法人として共通の人事制度を設けており、労働時間
や休暇、報酬などについては共通基準が明示されてい
る。
・人事配置、人材育成、人事考課や健康面、就業状況
など保育現場での労務全般については園で管理してい
る。
・共通人事制度の中に評価基準や評価方法が明示され
ており、評価結果についても職員にフィードバックし
て共有している。

Ⅱ－２－（２）－①　職員の就業状況や意向を把握
し、働きやすい職場づくりに取組んでいる。

ａ

・勤務表（勤務シフト）を作成する際には、出来る限
り職員一人ひとりの希望の時間や公休希望などを受け
入れることにしている。また、子どもの登園数に合わ
せて人員体制を整えることにしている。
・園長などの管理者との定期的な面談に加え、職員と
の面談は随時受け付けており、目標や意見などを把握
し、働きやすい職場環境づくりに努めている。

Ⅱ－２－（３）－①　職員一人ひとりの育成に向け
た取組を行っている。

ａ

・法人として職員育成に関する研修制度を設けてお
り、入職時研修をはじめ、職制・職域・職能などに
沿って研修を生けられるようにしている。
・新入職員は法人研修に加え、現場でののＯＪＴ研修
を受けられるようにしており、具体的な助言・指導・
相談を通して育成を図っている。
・法人の人事考課制度は目標管理を柱として設計され
ており、目標の進捗や達成状況などを管理職による定
期面談によってサポートする体制が構築されている。

Ⅱ－２－（３）－②　職員の教育・研修に関する基
本方針や計画が策定され、教育・研修が実施されて
いる。

ａ

・職員全員に研修の機会を与え、その技術水準・知識
を高める機会を確保している。
・職制・職域・職能に応じて研修に参加し、キャリア
アップできる機会を設けている。また、職員一人ひと
りの研修受講履歴を把握し、キャリアアップを支援し
ている。

Ⅱ－２－（３）－③　職員一人ひとりの教育・研修
の機会が確保されている。

ａ

・職員全員に研修の機会を与え、その技術水準・知識
を高める機会を確保している。
・職制・職域・職能に応じて研修に参加し、キャリア
アップできる機会を設けている。また、職員一人ひと
りの研修受講履歴を把握し、キャリアアップを支援し
ている。

Ⅱ－２－（４）－①　実習生等の福祉サービスに関
わる専門職の教育・育成について体制を整備し、積
極的な取組をしている。

ａ

・実習生の受け入れ体制を整備し、受け入れマニュア
ル・担当者の配置・オリエンテーションの実施など基
本姿勢を示している。
・保育士養成は保育施設の大きな役割と捉え、実習生
を積極的に受け入れている。受け入れ時のオリエン
テーションでは、園児の個人情報やその他の留意点を
伝え、円滑に活動できるようにしている。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－３－（１）－①　運営の透明性を確保するため
の情報公開が行われている。

ａ

・園の保育理念や保育方針、保育や行事などについて
はホームぺージやパンフレットを用いて提供したり、
園見学は何時でも受け入れたりしている。
・法人や園の事業計画や財務情報などについても公開
し、事業の透明性についても担保している。
・運営委員会で保護者からの意見などを募り、事業に
関する情報を開示している。

Ⅱ－２　福祉人材の確保・育成

Ⅱ－２－（１）　福祉人材の確保・育成計画、人事管理の体制が整備されている。

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上に向けた体制が確立されている。

Ⅱ－２－（４）　実習生等の福祉サービスに関わる専門職の研修・育成が適切に行われている。

Ⅱ－３　運営の透明性の確保

Ⅱ－３－（１）　運営の透明性を確保するための取組が行われている。



Ⅱ－３－（１）－②　公正かつ透明性の高い適正な
経営・運営のための取組が行われている。

ｂ

・福祉サービス第三者評価を受審し、結果をインター
ネットで公表することにも取り組んでいる。
・園長、エリア担当、各クラス代表者などが参加する
運営委員会の議事内容についても開示している。
・保護者会、保育参観、個人面談などを実施し、意見
ニーズなどを把握し、園運営に反映させることに取り
組んでいる。

第三者評価結果 コメント

Ⅱ－４－（１）－①　利用者と地域との交流を広げ
るための取組を行っている。

ａ

・地権者の庭園において菜園活動、野菜つくりなどを
行って食育活動の一環としている。
・散歩などの機会を通じて近隣の喫茶店などを見学し
たり、年長児には学校見学を実施するなど、地域との
交流を広げている。

Ⅱ－４－（１）－②　ボランティア等の受入れに対
する基本姿勢を明確にし体制を確立している。

ａ

・ボランティアなどの受け入れに対しては、実習生の
受け入れに準じて行うことにしている。
・関連各所にポスターなどを掲示して募集活動に取り
組んでいる。現在のところボランティアの申し込みは
ないことを踏まえ、近隣の中・高校生の職場体験や、
実習後にボランティアとして活動を依頼するなどの取
り組みが望まれる。

Ⅱ－４－（２）－①　福祉施設・事業所として必要
な社会資源を明確にし、関係機関等との連携が適切
に行われている。

ｂ

・園内には子育てに関する市からの情報を掲示して、
保護者への情報提供に取り組んでいる。
・近隣の小学校の先生と園長はじめ職員は情報交換・
共有して連携を図っている。今後はさらに、市など関
連機関と連携し、地域と協働できる体制を作り保育に
反映させることを目指している。

Ⅱ－４－（３）－①　福祉施設・事業所が有する機
能を地域に還元している。

ａ

・保育所の機能や専門性を地域に還元する取り組とし
て、近隣の高齢者施設との世代間交流、パパママ保育
士体験や延長保育などでの保護者への幅広い支援にも
取り組んでいる。
・地域の子育て家庭を対象に育児相談や食育相談を実
施するなど、地域貢献に取り組み保育施設としての役
割・機能を図るように努めている。

Ⅱ－４－（３）－②　地域の福祉ニーズに基づく公
益的な事業・活動が行われている。

ｂ

・年間行事は園児中心になっているため、地域の子育
て家庭を招待するなどの行事・イベントなども企画立
案させることが望まれる。
・地域との交流は高齢者施設への訪問や交通安全教室
で地元警察官との交流などとなっている。保護者や園
児を対象とした行事・イベントが中心になっている。
園では行事などを通じて地域との関りを持ち、保育所
の機能や専門性を活かせる活動を充実させることを目
指している。

第三者評価結果 コメント

Ⅲ－１－（１）－①　利用者を尊重した福祉サービ
ス提供について共通の理解をもつための取組を行っ
ている。

ａ

・保護者に対しては懇談会や個人面談をはじめ、園だ
よりなどを通じて、園の保育理念・方針・基本姿勢な
どを分かりやすく説明している。
・保護者と園が共通の理解を持って、一緒に子どもの
人権擁護を優先した保育に取リ組んでいる。また、保
護者支援についても可能なかぎり対応に努めている。

Ⅲ－１－（１）－②　利用者のプライバシー保護等
の権利擁護に配慮した福祉サービス提供が行われて
いる。

ａ

・年間を通じてコンプライアンス研修や保育ガイドラ
イン研修を行い、職員が子どもの権利擁護などの理解
が深まるように努めている。
・ウェブサイトなどでの情報漏洩に配慮し、外部に情
報を持ち出さないなど個人情報保護に努めている。
・園児のトイレ、おむつ交換、さらにプール遊びの着
替え時などでは必要な配慮を行い、子どもの人権やプ
ライバシーの保護に取り組んでいる。

Ⅲ－１－（２）－①　利用希望者に対して福祉サー
ビス選択に必要な情報を積極的に提供している。

ａ

・ホームページで保育園の情報を公開したり、公開保
育で保育の様子を見学する機会をつくり必要に応じて
口頭説明している。
・毎年度、多くの見学・問い合わせを受け付けてお
り、園長や職員が園見学に対応している。
・保育園利用に関しては、会社や市のホームページや
情報紙、パンフレットなどに保育方針や園生活の流れ
などを掲載し、分かりやすい説明によって理解が深ま
るようにしている。

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。

Ⅱ－４－（２）　関係機関との連携が確保されている。

Ⅱ－４－（３）　地域の福祉向上のための取組を行っている。

評価対象Ⅲ　適切な福祉サービスの実施
Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

Ⅲ－１－（２）　福祉サービスの提供に関する説明と同意（自己決定）が適切に行われている。

Ⅱ－４　地域との交流、地域貢献



Ⅲ－１－（２）－②　福祉サービスの開始・変更に
あたり利用者等にわかりやすく説明している。

ａ

・入園説明会では、重要事項説明書に法人の理念・基
本方針の概要などを明示し周知に努めている。
・変更があった場合には、保育参観や個別面談の実施
により保護者の不安を払拭したり、個別相談に応じる
など対応に努めている。

Ⅲ－１－（２）－③　福祉施設・事業所の変更や家
庭への移行等にあたり福祉サービスの継続性に配慮
した対応を行っている。

ａ

・転園の際には、市のルールや保護者の意向に沿って
支援の継続性に配慮し、情報提供を行うことにしてい
る。
・保護者からの依頼や同意を得た上で、転園先の担当
者に引き継ぎ、継続性を配慮しつつ、本人の不利益に
ならないことを確かめてから個人情報保護に留意して
資料を渡す流れとしている。

Ⅲ－１－（３）－①　利用者満足の向上を目的とす
る仕組みを整備し、取組を行っている。

ａ

・入園説明会や定例の保護者懇談会では、意見や要望
などを聞き取ったり、いつでも受け付けることを説明
している。また、意見箱の設置・運営委員会・保護者
会の実施など保護者からの意見を収集する仕組みが
整っている。
・日々の登園時の保護者との会話をはじめ、行事後に
はアンケートを実施して結果を掲示し、今後の保育に
活かし保育環境の改善に反映している。

Ⅲ－１－（４）－①　苦情解決の仕組みが確立して
おり、周知・機能している。

ａ

・重要事項説明書にて苦情相談の仕組みを明示してい
る。
・苦情解決のためのフロー図を玄関に掲示したり、苦
情意見ＢＯＸを設置して利用者が苦情解決制度を利用
できるように支援している。
・本社には専用のフリーダイアルを設け苦情解決・要
望などに対する対応体制を構築している。

Ⅲ－１－（４）－②　利用者が相談や意見を述べや
すい環境を整備し、利用者等に周知している。

ａ

・意見箱を設置したり、日々の連絡帳や送迎時のコ
ミュニケーションを通して保護者の相談に対応するよ
う努めている。
・苦情・意見要望に対しての体制・手順をも周知して
おり、保護者との信頼関係を構築し意見などの共有に
努めている。

Ⅲ－１－（４）－③　利用者からの相談や意見に対
して、組織的かつ迅速に対応している。

ａ

・利用者からの相談や意見があった場合は、個別対応
を行い、園全体で保護者・子どもの状況を把握し迅速
に対応するように努めている。
・必要に応じて本社と相談しながら、専門機関へ報告
するとともに関係機関と連携し対応する体制を構築し
ている。

Ⅲ－１－（５）－①　安心・安全な福祉サービスの
提供を目的とするリスクマネジメント体制が構築さ
れている。

ａ

・危機管理マニュアルを策定し、管理体制の構築と各
種リスク対応の明示、園内外の安全チェック実施・ヒ
ヤリハットの作成を重ね分析するなど、子どもが安全
に過ごすことが出来るよう施策が講じられている。
・関係機関と連携し、子どもの安全を優先したリスク
マネジメントに取り組んでいる。

Ⅲ－１－（５）－②　感染症の予防や発生時におけ
る利用者の安全確保のための体制を整備し、取組を
行っている。

ａ

・コドモンやお知らせなどで発信・掲示を通じて保護
者へ情報提供し、職員・保護者間で情報共有できるよ
うにしている。
・各種マニュアルを整備し、感染症や食中毒などの予
防・対応対策に努めており、感染症などが発生した場
合は迅速に保護者につたえ、園内での拡大防止、園基
準を設ける等、衛生管理を優先実施し園児の健康管理
に努めている。

Ⅲ－１－（５）－③　災害時における利用者の安全
確保のための取組を組織的に行っている。

ａ

・防犯・防災マニュアルや重要事項説明書に基づき、
各種災害に応じた対応対策を取るようにしている。
・ＢＣＰ（事業継続計画）を策定し、避難場所マッ
プ、災害時連絡手順など分かりやすく記載し素早い対
応ができるように努めている。
・毎月、防災訓練を実施し、職員は災害発生時に適切
な対応が出来るように取り組んでいる。

Ⅲ－１－（５）　安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組が行われている。

Ⅲ－１－（３）　利用者満足の向上に努めている。

Ⅲ－１－（４）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保されている。



Ⅲ－２－（１）－①　提供するサービスについて標
準的な実施方法が文書化され福祉サービスが提供さ
れている。

ａ

・本社指導による業務マニュアル（スタッフハンド
ブック・危機管理・保健衛生・食物アレルギー・プー
ル安全管理等）によって、業務の標準化に取り組んで
いる。
・業務マニュアルは入職時研修によって全職員への周
知に努め、以降も現任研修によって理解を深めてもら
えるようにしている。
・具体的には、プールの時期の前に「プール安全管
理」、感染症が流行る時期には「保健衛生」など、そ
の時に必要なマニュアルを会議において全職員で読み
合わせる機会を設けて周知に努めている。

Ⅲ－２－（１）－②　標準的な実施方法について見
直しをする仕組みが確立している。

ｂ

・マニュアルの点検・見直しは本社で行い、改訂版が
園に送信される流れとなっている。また、園でのマ
ニュアルの読み合わせの際に職員から疑問や見直しや
改善の必要のある項目が上がった場合には、園長が本
社での園長会議で報告している。
・本社主導の業務マニュアルがあるが、業務マニュア
ルで押さえられない各園での職員の手引書となるもの
を文書化することで職員間の共有できる情報も増え、
職員の均一化にもつながると思われる。園独自の手引
き書（マニュアル）の作成も検討されたい。

Ⅲ－２－（２）－①　アセスメントにもとづく個別
的な福祉サービス実施計画を適切に策定している。

ａ

・全体的な計画は園独自に子どもや保護者、地域性を
加味して作成している。
・個別の指導計画を養護と教育の領域を考慮して作成
している。
・作成した指導計画は、子どもの姿を映し出した計画
になっているかを園長・主任がチェックを行ってい
る。

Ⅲ－２－（２）－③　定期的に福祉サービス実施計
画の評価・見直しを行っている。

ａ

・作成した指導計画は翌期を作成前に評価・見直しを
行っている。
・子どもの実態・状況に即して作成・見直しを行い、
子どもの成長に合わせた指導計画となるようにしてい
る。

Ⅲ－２－（３）－①　利用者に関する福祉サービス
実施状況の記録が適切に行われ、職員間で共有化さ
ている。

ａ

・入園の際に個別に面談を行い、子どもの成育歴や家
庭での姿などを詳しく聴き取り、児童票に記録を残し
ている。
・日々のクラスの日誌のほかに、個別の児童票に各子
どもの成長の姿を定期的に記録している。
・子どもの記録については、職員会議などで情報共有
する機会を図っている。
・日々の子どもの姿や、指導計画はタブレットにて管
理しており、職員はいつでも確認することができるよ
うになっている。

Ⅲ－２－（３）－②　利用者に関する記録の管理体
制が確立している。

ａ

・子どもに関する必要な情報を記録・記載した書類
（児童健康調査票、健康記録、面談記録、家庭調査
票、児童票）などはファイル化し事務室の鍵のかかる
棚に保管されている。
・家庭や子どもに関することで職員が周知する必要が
ある事柄については、毎日行っているミーティングの
際に情報を共有できるような体制になっている。
・日々の保護者への伝達事項については、各クラスご
との伝言板を使用し、早番から担任、担任から遅番の
職員に漏れの無いように伝えることで保護者にも伝達
できるようにしている。

第三者評価結果 コメント

Ａ－１－（１）－①　保育所の理念、保育の方針や
目標に基づき、子どもの心身の発達や家庭及び地域
の実態に即した保育過程を編成している。

ａ

・「こどもたち一人ひとりがたくさんの‘大好き‘に
出会えるよう、こころとからだをすこやかに育んでい
きます」の保育理念に則り全体的な計画を作成してい
る。
・本社主導のもと「ふぁんばりん」「リズモン」「ダ
ンス」「お掃除」などを保育活動に取り入れ、子ども
たちが幅広い体験に基づく興味を広げられるようにし
ている。
・年間で作成した計画書をもとに、月案に反映させて
いるが子どもの様子によって週案の変更などの工夫も
している。
・週案と日報を玄関に掲示し、保護者にその日の子ど
もの活動を周知し情報共有できるようにしている。
・養護と教育の領域に考慮し、子どもの実態や状況に
合わせて作成、見直しを行っている。

Ⅲ－２　福祉サービスの質の確保
Ⅲ－２－（１）　提供するサービスの標準的な実施方法が確立している。

Ⅲ－２－（２）　適切なアセスメントにより福祉サービス実施計画が策定されている。

Ⅲ－２－（３）　福祉サービス実施の記録が適切に行われている。

評価対象Ⅳ　内容評価基準
Ａ－１保育内容

Ａ－１－（１）養護と教育の一体的展開



Ａ－１－（２）－①　生活にふさわしい場として、
子どもが心地良く過ごすことのできる環境を整備し
ている。

ａ

・エアコン・加湿器・扇風機・空気清浄機など清潔で
快適な環境が提供できるようにしている。加湿器だけ
では湿度が低い場合には感染症の予防対策として濡ら
したバスタオルを干すなどにより適切な湿度が保たれ
るよう細やかな配慮をしている。
・０歳児の玩具は毎日次亜塩素酸を薄めた溶液でふき
取るなど、清潔な環境作りに配慮している。
・保育室の中で最も安全な場所の床にはマークが貼ら
れ、緊急時にはその場所に集まることを避難訓練の際
に繰り返すことで子どもたちに周知を目指している。
・各クラスの玩具で遊んだ後に同じ場所に戻すことが
できるように写真などを利用して片付けやすい環境整
備を行い子どもの片づけの習慣を支援している。
・隣に畑を借りて野菜の栽培などをしているが、種ま
きから栽培した食材の収穫し喫食するまでを特定のク
ラスの調理保育だけで終わらせるのではなく全園児が
関わりながら進められるように工夫し、さらに絵本な
ども取り入れるなど、幅広い領域にまたがる保育を実
現させている。

Ａ－１－（２）－②　一人ひとりの子どもを受容
し、子どもの状態に応じた保育を行っている。

ａ

・子どもの状況に配慮して個々への声かけを行い、子
どもの気持ちに寄り添う保育を目指している。
・発達の過程で起きる、かみつきなどは同じ子どもが
起こすことも多いため職員同士の配置にも注意するよ
うにしている。度々かみつきを起こす場合には、保護
者から家庭での様子に変化がないかなど子どもの心の
ケアに配慮できるようにしている。
・１～２歳児クラスのけんかでは、自分の思いを上手
く言語化できないために起きることもあるため子ども
の今の気持ちを代弁し、相手の子の気持ちも代弁する
ことで自分の気持ちに気付き、相手にも気持ちがある
ことに気付けるようにしている。
・食事の際の喫食量は子どもにより異なるため、子ど
もにより事前の申し入れがあった際には量を減らし、
盛り付け分だけでは足りない子にはおかわりを用意す
るなど、個々の食欲に合わせた対応ができるようにし
ている。この際に、自分のことを相手に伝えられるこ
との大切さを経験できる機会を創出している。

Ａ－１－（２）－③　子どもが基本的な生活習慣を
身に付けることができる環境の整備、援助を行って
いる。

ａ

・個々の子どもの発達に応じて保護者と連携を図りな
がら、基本的な生活習慣を身につけられるようにして
いる。
・子どもの発達による動線の変化に対して、棚の位置
やタオル掛けの位置を変えるなどの細やかな配慮をし
て環境整備をしている。
・０、１歳児は子どもが使いやすいように１回分のト
イレットペーパーを予め切って置き、２歳児からは職
員が子どもに声かけをして適切に使用できるようにし
ている。
・０、１歳児はトイレが合同なため、０歳児は自然と
１歳児がトイレを利用する姿を見て真似をするなどの
育ち合いが見られる。
・２歳児は進級すると３～５歳児が使うトイレを利用
するので、慣れるために３月から幼児のトイレを使用
している。
・トイレなどのサンダルを子どもが使用後に並べやす
いようにしている。
・４、５歳児は食後に歯ブラシを行っており食後の習
慣になっている。

Ａ－１－（２）－④　子どもが主体的に活動できる
環境を整備し、子どもの生活と遊びを豊かにする保
育を展開している。

ａ

・発達の過程に応じて環境の整備を行い、子どもの気
持ちを尊重した対応に努めている。
・子どもがやりたいと思うことに対しては否定せず、
肯定する対応を心がけ自主性を大切にしている。
・子どもが遊びたいと思うものを自分で手に取ること
ができる環境整備に努めている。

Ａ－１－（２）－⑤　乳児保育（０歳）において、
養護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を
整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

・子どもの手の届くところに玩具を配置し子どもによ
る自主的な関わりができるように配慮している。
・子どもの自主性を尊重し、発達に応じて保育を展開
している。
・言葉にはならないその子の気持ちを受け止め尊重す
るようにしている。
・かみつきなどについては、入園時に配布する重要事
項説明書にも記載し、成長する中で起こる過程である
ことを保護者に事前に周知している。
・かみつきがあった場合はクラス職員全員で子どもの
行動や様子に注力し、かみつきが起きないようにして
いる。
・引き続きかみつきをしてしまう子は、メンタルの部
分にも注意を払い家庭での様子なども把握するなどの
対応をしている。

Ａ－１－（２）　環境を通して行う保育、養護と養育の一体的展開



Ａ－１－（２）－⑥　３歳児未満児（１・２歳児）
の保育において養護と教育が一体的に展開されるよ
う適切な環境を整備し、保育の内容や方法に配慮し
ている。

ａ

・一人ひとりに適した声かけを意識し、家庭と相互理
解することで保育に生かせるようにしている。
・かみつきなどについては、入園時に配布する重要事
項説明書にも記載し、成長する中で起こる過程である
ことを保護者に事前に周知している。
・かみつきがあった場合はクラス職員全員で子どもの
行動や様子に注力し、かみつきが起きないようにして
いる。
・引き続きかみつきをしてしまう子は、メンタルの部
分にも注意を払い家庭での様子なども把握するなどの
対応をしている。
・生活習慣の基本的な取り組みを行う年齢となるが、
子どものやりたいという意識や自主性を尊重しながら
保護者と情報共有し連携して進めることにしている。
・トイレやスプーンなども他の友だちの真似をしたい
という子どもの意欲を尊重して、できるかできないか
ではなくやろうとする自主性を重んじている。
・子どもの成長に合わせた対応を心がけながら、年度
後半は進級することの喜びと共に進級へのステップ
アップができるような声かけを心がけている。

Ａ－１－（２）－⑦　３歳以上児の保育において養
護と教育が一体的に展開されるよう適切な環境を整
備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

・異年齢での関わりを取り入れ、子どもが集団に主体
的に関われるように支援している。
・成長する喜びを実感できる年齢になった子どもの、
「お兄さん、お姉さんになりたい」という気持ちを受
け止め、自分の成長を実感できるような取り組みをし
ている。一例をあげると、５歳児クラスは当番が、乳
児クラスにお手伝いに行く時間を設けており、小さい
子を世話することで認められ頼られる嬉しさや、お手
伝いの楽しさを実感できるようにしている。
・自分たちで遊びたい玩具を選択して出せる環境にし
ており、子どもの自主性の育ちを支援している。
・スプーンからお箸への移行などは、保護者と連携し
ながら個別対応にしている。
・非常時などの対応を配慮し、３～５歳児は上履きを
使用している。

Ａ－１－（２）－⑧　障害のある子どもが安心して
生活できる環境を整備し、保育の内容や方法に配慮
している。

ｂ

・市の巡回指導での助言を参考に、子どもが他児との
関わりを通して成長できるよう個別の対応を取り入れ
ている。
・巡回指導での助言などは、保護者と情報を共有し保
護者と園が連携して関われるようにすることもある。
・巡回指導での助言は職員会議を通して職員が周知
し、共通の関わり方をした保育ができるようにしてい
る。
・障がい児保育についての会社の研修、外部研修など
を園内で共有する機会を図っている。

Ａ－１－（２）－⑨　長時間にわたる保育のための
環境を整備し、保育の内容や方法に配慮している。

ａ

・当園は１８時～２０時の延長保育を行っており、月
極だけでなく急な残業などに対応できるように当日の
スポット利用もできるようにしている。
・延長保育の場合には補食・夕食の提供を行ってい
る。
・延長保育の時間帯は日中の活動によっては眠くなっ
てしまう低年齢クラスの子どもも居るが、その際には
短時間の仮眠をしたり、安心できるように抱っこして
過ごすなどの配慮をしている。
・延長保育になる子どもは基本的には同じメンバーの
ことが多く、大きなクラスの子どもは延長保育の異年
齢児保育による小さいクラスの子どもとの交流を楽し
みにしている姿があるとのことである。
・延長保育帯になる子どもは長時間保育になり疲れも
でるので、子どもの気持ちを受け止め、安心して楽し
く過ごせるようにしている。

Ａ－１－（２）－⑩　小学校との連携、就学を見通
した計画に基づく、保育の内容や方法、保護者との
関わりに配慮している。

ａ

・５歳児クラスは小学校の防災訓練を見学したり、校
内見学・授業見学をするなど小学校に慣れ親しむ機会
を図っている。
・園で育てたカブト虫の幼虫を、近隣の小学校に寄贈
しており、それを機会に小学校との交流を計画してい
る。
・昼寝の時間は徐々に短くしていき、就学時に午後が
眠くなることのないようにしている。
・給食時には食べきれない時には自分から職員に伝え
減らしてもらう、お代わりをしたい時にも食べられる
量を自分でよそるなど、自分のことを表現したり、相
手に伝えることが出来るようにしている。
・近隣の姉妹園との交流を持ち、友だち関係が広がる
機会を創出している。
・近隣の高齢者施設との交流を持ち異世代交流を行っ
ている
・地域の方を招いて子どもたちと一緒にゲームをする
などの機会を作り、子どもたちが地域の方と交流する
ことで子どもを見守る地域の環境作りへつなげてい
る。



Ａ－１－（３）－①　子どもの健康管理を適切に
行っている。

ａ

・保護者と連携をとり、子ども一人ひとりの健康維持
に向けた取り組みをしている。
・原則は与薬は行っていないが、医師の指示書がある
場合には相談により個別に対応している。与薬をした
場合は、園長または主任が対応することが周知されて
いる。
・登園時に検温し、視診と共に朝までの子どもの様子
を保護者から聞き取り、体調把握に努めている。
・冬のインフルエンザの流行期前には、手洗い・うが
いの大切さを集会などで子どもたちに伝えている。
・ＳＩＤＳ（乳幼児突然死症候群）については、入園
のしおり（重要事項説明書）にも記載し、０歳児は５
分毎、１歳児以上は１０分毎にチェックし記録に残し
ている。

Ａ－１－（３）－②　健康診断・歯科検診の結果を
保育に反映している。

ａ

・毎月身長、体重を計測し、身体測定結果カードに記
入して保護者に伝えている。
・健康診断は年２回、歯科健診は年１回行い、健診の
結果は健康診断結果票に記入し保護者に伝えている。
・歯科健診の結果虫歯が見つかった場合は、保護者に
治療をお願いし、治療終了を確認している。

Ａ－１－（３）－③　アレルギー疾患、慢性疾患等
のある子どもに対し、医師からの指示を受け適切な
対応を行っている。

ａ

・アレルギー児については、医師による診断書を提出
している子どもはアレルゲン除去食を提供している。
・毎月献立作成時に、アレルギー除去食についての献
立表を作成し栄養士・担任・園長・主任・保護者がそ
れぞれ確認を行い、保護者からは承認の捺印をもらっ
ている。
・実際にアレルギー食をクラスに提供する際には、給
食室で調理員と担当職員で献立表によるチャックをし
たものを子どもに提供している。
・毎食時（給食・おやつ）園長はアレルギー除去食に
ついても検食を行っている。

Ａ－１－（４）－①　食事を楽しむことができるよ
う工夫をしている。

ａ

・本社主導で、郷土料理・世界の料理などを行ってい
る。
・行事食・食育などを取り入れ、喫食時には落ち着い
て食事を楽しめる雰囲気づくりに配慮している。
・園の隣に畑を借り１年間で２サイクル８種類の野菜
を栽培しており、５歳児クラスは当番で水やりをする
など食材を育てる活動を年間を通して行っている。
・園庭は無いが土に触れる機会が多く、食材が育つ姿
を身近にみることができる環境になっている。
・幼児クラスだけでなく乳児クラスの子どもも、収穫
したての野菜などに見る・触れる・嗅ぐなどの機会に
恵まれている
・「ごはんづくり」「流しそうめん」「野菜スタン
プ」「野菜を洗おう」など多彩な食育活動を行ってい
る。
・絵本食育を行っており、絵本を導入としていろいろ
な食材に触れる機会を図っている。その際には調理室
と保育士が連携し、食育活動に子どもたちが楽しく参
加できるように配慮している。
・給食の際にはおかわりが用意されており、子どもが
自分の食欲に合わせておかわりができるようにしてい
る。
・少食の子は喫食前に職員に申し出ることで減らして
おり、完食した喜びを感じられるようにしている。

Ａ－１－（４）－②　子どもがおいしく安心して食
べることのできる食事を提供している。

ａ

・献立は園独自で作成しており、園の行事などに対応
した給食が提供できるようにしている。
・和食・洋食・中華が偏ることのないように、献立作
成時に取り入れるようにしている。
・塩味や甘味で食べるのではなく、旨味（だし）を感
じることができるような食事になるように努めてい
る。
・旬の食材を使うようにしている。
・アレルギー除去食は食材を混ぜる前に作ることで誤
食がおきないようにしている。
・保護者は、保育参加（８月・１１月）の際に試食で
きるようにしており、園の給食を知ってもらう機会を
図っている。
・調理室は残食量や職員からの報告だけでなく、実際
に子どもの喫食時の様子を定期的に確認するために巡
回している。

Ａ－１－（３）　健康管理

Ａ－１－（４）　食事



第三者評価結果 コメント

Ａ－２－（１）－①　子どもの生活を充実させるた
めに、家庭との連携を行っている。

ａ

・年度当初には年間行事予定表を配布し、保護者が園
の行事に積極的に参加しやすい環境作りをすることで
行事に向けて保護者との連携が図れるようにしてい
る。
・入園のしおりには保護者と園との関りについて、①
集団で生活しているということの理解　②重要な情報
を共有する。　③園からも小さいことでも報告する
などを伝えており、保護者と園がスムーズに連携でき
るようにしている。
・昨年度から保護者にも行事の際の片づけを手伝って
もらうなどの自然発生的な職員との連携が生まれてい
る。

Ａ－２－（２）－①　保護者が安心して子育てがで
きるよう支援を行っている。

ａ

・入園の際には個別で保護者と面談を行い、保護者の
意向を組み取るようにしている。
・生活習慣の取り組み方では、保護者の意思や意図を
確認したうえで、アドバイスや相談の形で適切な支援
が提案するように配慮している。
・保護者との関わりの中で、毎日の子どもの様子を伝
えるなど信頼関係が構築できるように努めている。
・保護者会の際には、同じ年齢のこどもを持つ親が抱
えることの多い問題や心配事などを話す時間を作り、
保護者同士が交流できるようにしている。
・運動会では保護者参加のクラス対抗の競技を入れ
て、保護者が連帯感が持てる機会を創出している。

Ａ－２－（２）－②　家庭での虐待等権利侵害の疑
いのある子どもの早期発見・早期対応及び虐待の予
防に努めている。

ａ

・本社主導へマルトリートメント（子どもへの不適切
な関わり）についての研修を２か月毎に受講してお
り、虐待については職員間で周知している。
・虐待については、①職員による虐待防止　②通報義
務　について重要事項説明書に記載をして職員と保護
者に周知を図っている。
・職員に気になる発言などがある場合は個別で話し合
いの機会を図ったり、職員全体で話し合いをするなど
により改善する体制をとっている。
・職員は子どもの着替えの際や発言、仕草などに注力
し何か気になることがあった時には必ず主任または園
長に報告する体制がとられている。

第三者評価結果 コメント

Ａ－３－（１）－①　保育士等が主体的に保育実践
の振り返り（自己評価）を行い、保育実践の改善や
専門性の向上に努めている。

ａ

・職員は入社時の基礎研修及び入社後のスキルアップ
研修・職務別研修に参加している。
・研修年間計画を作成し、自治体などが実施する外部
研修にも年間を通し参加している。
・研修に参加後には職員会議時に研修報告を行い、園
で実施できる内容の研修についてはさらに別の時間を
とり保育に取り入れることができるように検討してい
る。
・保育実践については、記録や職員間の話し合いを通
じて保育の振り返りを行い子どもが主体的な行動がで
きる環境づくりを目指している。

Ａ－２－（１）　家庭との緊密な連携

Ａ－２－（２）　保護者等の支援

Ａ－３　保育の質の向上

Ａ－３－（１）　保育実践の振り返り（保育士等の自己評価）

Ａ－２　子育て支援


